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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　エボラ出血熱の集団感染が大変なことになっています。西アフリカで拡大するエボラ出血熱について
WHOは「緊急事態」を宣言し，世界的流行を防ぐため国際協調による対応を呼びかけました。さらに
死者が 1,400名を超え，アフリカ大陸外への波及が懸念される状況から，「制御が困難な状況に陥ってい
る」として各国の水際作戦の必要性を強調しました。3月にギニアで集団感染が報告され，その後，隣
国のリベリア，シエラレオネにも波及し，7月にはナイジェリア，サウジアラビアでも感染が確認され
ました。成田空港を初めとして日本でも厳戒態勢となっています。
　以前，アフリカからアメリカに持ち込まれた致死性の高いウイルスに立ち向かう人々を描いたダス
ティン・ホフマン主演の『アウトブレイク』という映画が話題になりました。主役のウイルスは架空の
モターバ・ウイルスでしたが，そのモデルはエボラウイルスといわれています。実際，ワシントン首都
圏で発生したエボラ出血熱のカニクイザルへの流行を描いた『ホットゾーン』という小説がモデルとなっ
たようです。モターバ・ウイルスは致死率は 100％ときわめて高いという設定でしたが，実際のエボラ
出血熱も致死率は 50～90％といわれ，その恐ろしさは深刻です。映画さながらのパニックが現実になっ
ています。グローバルな世の中になるということは，このような世界規模の感染症が国内に波及する危
険があるということですので，感染症に対する認識を新たにしなければなりません。
　さて，今月号の特集は「咽頭癌・頸部食道癌の治療戦略 Update」です。最近，咽頭癌や食道癌に罹患
したことを告白する著名人が増えており，社会的にも注目されている疾患とその治療戦略で，個別化治
療，低侵襲治療，機能温存手術がキーワードとなっています。この機会に最新の知見をまとめて習得し
ておきましょう。また，原著は 4編でそれぞれ臨床的にも示唆に富む興味ある症例報告で，鏡下囁語は
恐竜の三半規管がテーマです。盛りたくさんの内容ですので，あわせて一読していただければと思いま
す。 （小川　郁）
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